
２０２１年 度 事 業 報 告 

自 ２０２１年４月 １日 

至 ２０２２年３月３１日 

公益社団法人広島県バス協会 

Ⅰ 事業概況  

 県下のバス事業は、過疎化、少子高齢化、乗務員不足等により乗合バス、貸

切バスともに厳しい経営環境にあるところ、新型コロナウイルス感染症拡大に

よる影響が２年を超え長引く中甚大な影響が引き続いており、さらに昨年から

の燃油費高騰も加わり危機的状況がより深まっている。 

乗合事業はこれまで堅調であった都市部においても、コロナ禍の影響による

利用者が減少している状況でも大幅な減便を行えず、収支は大幅な赤字となっ

ている。過疎化の進展等で厳しい経営が続いている地方部も含め経営の危機に

陥っている。また、広域な移動自粛により高速バスは運休や減便を強いられ大

幅な減収となっている。運送収入については２０２１年３月から２０２２年２

月までの対２０１９年度比は、一般路線バス７３％(２０２０年度７０％)でコ

ロナ禍での累計減収は１１３億円となっている。高速バスは３７％(２０２０年

度３２％) コロナ禍での累計減収は６２億円となっている。 

貸切事業においては訪日外国人旅行客が皆無となり、団体観光旅行が激減す

る状況が２年を超えている。一時期回復傾向にあったがコロナ第６波により団

体旅行が激減し大変深刻な状況となっている。当協会独自の調査により運送収

入は、約半数の回答で５７％(２０２０年度３７％)でコロナ禍での累計減収は

６８億円となっている。 

 運行維持していくには事業者努力のみでは不可能であり、存続のためには国、

県、関係市町の支援が必須であり、関係機関より各種支援・融資を受けながら

事業を継続している状況だが、早いところでは返済が始まっている事業者もあ

る。 

 乗合バス事業では、地域公共交通活性化再生法の改正と独占禁止法の特例が

施行され、路線再編について広島市において北部バス路線の再編に向けた取り

組みが示され、実現に向けて検討が進められている。共同経営についても広島

市内で検討が進められている。利便向上に向けてスマートフォン等でリアルタ

イムなバス運行情報を提供する「くるけん」を１０月に本格導入した。また、

２０２１年３月に導入したバスデータのＧＴＦＳ化を精度向上させグーグルマ

ップ等でリアルタイムな乗継検索ができるよう取り組んでいる。地域の交通・

観光施設等の検索・予約・決済を一元的に行うＭａａＳの活用が各事業者で取

り組まれている。広島駅南口の再整備、安佐市民病院の移転、新サッカースタ

ジアム建設、西広島駅再編、福山駅南口再整備、広島中心部のバス停ストレー

ト化整備など工事、計画が進められておりバス乗降場の再整備あるいは検討が

行われている。 

安全対策として中国貸切バス適正化センターと連携しながら対応し、事業者

の負担金の一部を助成した。また、広島駅新幹線口バス予約システムは２０２

０年５月より運用を休止していたが、２０２１年１０月から現場での運用を再

開した。２０２２年の新型コロナウイルス感染拡大による利用低迷により運用



資金が底をつきかけておりこのままでは値上げの検討が必要な状況である。 

 災害時対応では、鳥インフルエンザが発生し、広島県との協定により防疫従

事者の輸送に取り組んだ。また、各事業者における事業継続計画策定推進のた

めモデルＢＣＰを作成した。 

 運転手確保については運転体験会を２回開催した。 

事故防止については、重点実施項目である「車内事故防止対策」「健康起因

による事故防止対策」「右左折時の事故防止対策」「横断歩道における安全確認」

を主体に事故防止委員会で取り組んだ。  

広島県バス協会はこうした状況の中、２０２１年度事業計画に基づき、安全

輸送体制の確保、バス利用促進及び活性化対策、環境対策など以下の課題に取

り組んだ。 

 

１．輸送実績 

 (1) 「乗合バス」 

  ① 一般乗合バスは、新型コロナウイルス感染症蔓延拡大による緊急事態

宣言による影響は、２０２０年度に比べ落ち込みは穏やかであるが、回

復した場合でも運送収入は２０１９年度比で８０％を超えていない状況

である。 

【国土交通省 新型コロナ影響調査広島県分】 

 

【中国運輸局運輸動向調査結果】 

 

 

 

 

 

  ②  高速バスでは新型コロナウイルス感染症蔓延拡大による緊急事態宣言

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計

2021 3,943,977 3,919,352 4,983,533 5,290,604 3,971,994 4,378,967 4,796,497 4,136,912 4,520,707 5,017,345 4,793,005 4,906,161 54,659,054

2020 5,864,147 5,359,348 4,999,102 3,685,390 2,947,154 4,782,467 4,905,563 4,508,134 5,079,474 5,300,612 4,834,258 4,423,237 56,688,886

前年比 67.3% 73.1% 99.7% 143.6% 134.8% 91.6% 97.8% 91.8% 89.0% 94.7% 99.1% 110.9% 96.4%

乗合
４社

系　　　統
輸　　送　　人　　員　(人）



や蔓延防止措置期間については２０１９年比で２０%台に落ち込んでおり

需要が比較的回復していた１２月においても４０%台で、蔓延防止措置解

除後の３月の運送収入は２０１９年比で３０％台しか回復していない状

況である。 

【国土交通省 新型コロナ影響調査広島県分】 

 

 

【中国運輸局運輸動向調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 「貸切バス」  

    貸切事業では新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言のた

びに需要が激減し低迷していたが１０月から回復傾向となり、１２月の

運送輸入は２０１９年比で１０１％となった。しかし、オミクロン株の

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計

2021 80 0 0 79 123 0 233 261 308 0 346 972 2,402

2020 3,227 3,094 1,590 119 0 0 3 225 0 0 0 208 8,466

前年比 2.5% 66.4% 7766.7% 116.0% 467.3% 28.4%

2021 4,047 4,984 9,311 4,747 2,982 3,126 4,102 3,638 3,408 3,580 4,493 6,428 54,846

2020 13,806 13,038 8,520 1,135 0 2,349 4,207 4,101 5,923 5,883 6,387 4,102 69,451

前年比 29.3% 38.2% 109.3% 418.2% 133.1% 97.5% 88.7% 57.5% 60.9% 70.3% 156.7% 79.0%

2021 15,793 14,996 23,804 22,606 14,905 14,080 19,706 18,482 16,416 23,247 27,134 31,675 242,844

2020 44,239 47,160 30,759 11,616 5,977 15,669 18,469 17,892 20,563 26,613 26,713 18,995 284,665

前年比 35.7% 31.8% 77.4% 194.6% 249.4% 89.9% 106.7% 103.3% 79.8% 87.4% 101.6% 166.8% 85.3%

2021 8,155 8,644 15,141 10,439 8,390 6,173 12,006 12,623 8,769 13,360 16,627 19,629 139,956

2020 28,480 24,403 18,823 4,996 1,957 3,222 10,930 11,570 12,636 13,708 14,323 10,523 155,571

前年比 28.6% 35.4% 80.4% 208.9% 428.7% 191.6% 109.8% 109.1% 69.4% 97.5% 116.1% 186.5% 90.0%

四国
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年
輸　　送　　人　　員　(人）
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第６波により需要が激減し、蔓延防止措置解除後も回復していない状況

である。 

【広島県バス協会 新型コロナ影響調査広島県分】 

 

【中国運輸局運輸動向調査結果】 

 

 

 

 

 

 

  

２．新型コロナウイルスの影響への取り組み 

 (1) 蔓延防止策 

    予防措置に関する国、県、日本バス協会からの文書を会員に周知。 

 (2) 事業者支援 

  ① 国、県の支援・助成メニューを会員へ周知した。 

  ② 国土交通省・日本バス協会の調査に合わせ、広島県バス協会として具

体的な影響を把握し行政等関係機関への要請等に活用するための調査を

実施した。 

  ③ 国、県、市町へ要請活動を行った。 

   ⅰ）広島県知事あて（２０２１年５月１８日）、広島県議会議長・自民党

広島県連会長あて（２０２１年６月２日）に「新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金等による支援の要望」を公共交通４団体

（バス・鉄道・タクシー・旅客船）連名による要請書提出。 

２０２１年５月２４日に同要請書提出による担当者による意見交換

会を実施。 

    ⅱ）呉市長あて（２０２１年６月２８日）に「新型コロナウイルスワク

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計

2021 8,819 10,121 20,266 29,169 25,880 12,584 40,321 33,003 25,237 51,684 64,803 56,644 378,531

2020 26,810 26,899 8,981 5,790 5,477 5,851 20,666 23,979 24,643 45,959 44,746 30,737 270,538

前年比 32.9% 37.6% 225.7% 503.8% 472.5% 215.1% 195.1% 137.6% 102.4% 112.5% 144.8% 184.3% 139.9%

年
輸　　送　　人　　員　(人）

貸切
大手4社



チン優先接種のお願い」当バス協会・県タクシー協会呉支部・呉地区

旅客船協会連名による要請書提出 

    ⅲ）広島県観光課長あて（２０２１年８月１１日）に「地方創生臨時交

付金及び地域観光事業支援の活用について」観光４団体 (当バス協

会・日本旅行業協会支部・全国旅行業協会支部・日本旅館協会支部)

連名による要請書提出。 

    ⅳ）広島県知事・広島県議会議長あて（２０２１年９月２１日）に「追

加交付された地方創生臨時交付金（事業者支援分）の活用に対する要

望について」観光６団体(当バス協会・日本旅行業協会支部・全国旅

行業協会支部・日本旅館協会支部・県旅客船協会・県ホテル旅館生活

衛生同業組合・日本旅館協会支部)連名による要請書提出。 

    ⅴ）広島市長あて（２０２１年１１月２６日）に「新型コロナウイルス

感染拡大に伴い影響を受けた旅行関係事業者への支援について」観光

６団体(当バス協会・日本旅行業協会支部・全国旅行業協会支部・日

本旅館協会支部・県旅客船協会・日本ホテル協会支部・広島市観光ホ

テル旅館組合・日本旅館協会支部)連名による要請書提出。 

   ④ 広島県からの支援 

     事業者が直接申請したもの 

    ⅰ）公共交通ネットワーク維持確保補助金 

       乗合事業者               ４４，５４５万円 

    ⅱ）中山間地域交通支援金 

       本社所在地が広島県内の中山間地域にある乗合事業  

       一事業者当たり２００万円        １１，６００万円 

    ⅲ）「やっぱ広島じゃ割」、同キャンセル補填 旅行会社へ支援 

    ⅳ）貸切バス事業への団体旅行キャンセル支援(広島じゃ割以外) 

            ７／３１～１０／１４分   上限１社 ３０万円 

            １／ ６～ ３／１０分   上限１社 ３０万円 

     バス協会を通じ申請したもの 

    ⅴ）公共交通感染拡大防止対策支援金 

       乗合バス（乗合タクシー含む） １台２万円 ４，６５８万円 

    ⅵ）地域公共交通燃油費高騰緊急支援金（第１期） 

       乗合事業者                ２，０７２万円 

   ⑤ 広島市からの支援 

    ⅰ）外出自粛要請の影響を受けた中小観光関係事業者応援事業(旅客自

動車運送事業も対象)            １社３０万円を限度 

    ⅱ）交通事業者への支援  

パスピー割引の９/１０補助(４月～９月、１０月～３月) 

    ⅲ）「プレミアム付き交通券～『さあ乗ろう！！』キャンペーン」事業 

中止 

    ⅳ）広島市観光誘客促進実行委員会への支援 ６人以上の団体旅行への

支援(旅行会社へ１００万円～５００万円補助) 

      事業停止(２０２２／４／１～５／３１再開) 

   ⑥ その他市町の支援 

    ⅰ）三原市  



     ○ バス運行対策費 

        補助金交付要綱の一部改正 

        バス事業者の資金繰りを支援するため、補助金交付要綱を一部 

改正し、市単独補助金について概算払を可能とした。 

    ⅱ）竹原市  

○ 商業者等支援給付金事業  

        新型コロナウイルス感染症の拡大により、経営に悪影響を受け

ている観光関連事業者等（宿泊、交通、食品関係等）を支援する

ため給付金を支給するもの。  【予算額 ４２，３７５千円】 

     ○ 電子マネーを活用した消費喚起事業 

        新型コロナウイルス感染症の拡大により減少した市内の経済

活動について、消費行動を促進するため、電子マネーを活用した

消費喚起事業を実施する。【Ｒ３.追加予算 ２８，２００千円】 

    ⅲ）廿日市市  

○ 自主運行バス運営事業 

       補助対象事業者：本市（公共交通事業者） 

        補助対象経費： 

         佐伯地域生活交通運行負担金追加：   ２，８８０千円 

         吉和デマンド運行負担金追加：       ７２０千円 

         吉和さくらバス運行負担金追加：      ７２０千円  

         予算総額：              ４，３２０千円 

     ○ 地域公共交通再編事業   

       補助対象事業者：本市（公共交通事業者） 

        補助対象経費： 

         廿日市さくらバス運行負担金追加：   ４，３２０千円 

         おおのハートバス運行負担金追加：   ４，３２０千円 

予算総額：8,640千円 

     ○ 地域公共交通等応援事業【交通事業継続支援金】 

３７，４７０千円 

        新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が大幅に減少

する状況にあっても、感染防止対策を実施し運行を継続している

公共交通機関等の事業継続を支援するため、車両等の固定費（維

持費等）の一部を支援金として交付する。 

       【対象・交付額】 

       ・バス（市内事業者） 乗合１５０千円／両・貸切９０千円／両 

    ⅳ）東広島市  

     ○ バス運行対策補助金（概算払の実施）  

        市内を運行する乗合路線バス運行事業者の資金繰りを支援す

るため、令和３年度実績見込みに基づき、概算払を実施。 

     ○ 新型コロナウイルス高齢者ワクチン集団接種への移動支援 

        高齢者のワクチン集団接種会場への移動手段として、西条市街

地循環バスを利用する乗客（接種者、介助者等）の運賃を無償と

するもの。 

        実施期間：Ｒ３．６．７～Ｒ３．８．１ 



    ⅴ）三次市  

     ○ 地域間幹線公共交通利用促進事業  

        高速バス及びＪＲ芸備線の片道ずつがセットになった企画乗

車券「バス＆レール どっちも割きっぷ」への支援を実施。 

        支援適用前価格：２，４００円／セット 

        支援適用後価格：１，５００円／セット（タクシー利用券また

は駐車場割引券を３００円分を付与） 

    ⅵ）世羅町  

○ 高速バス乗車料金助成事業  

   新型コロナウイルス感染症による利用者低迷が続く高速乗合バ

ス路線の存続に向け、利用促進を目的とした支援をする。 

   高速乗合バス（甲奴・甲山～広島線）【予算総額：９５６千円】 

    ⅶ）北広島町  

     ○ 感染症対策支援事業 

        消毒剤の設置又は散布、飛沫感染防止シートの設置及び乗員・ 

乗客へのマスクの配布その他の新型コロナウイルス感染症対策

を講じながら運行している地域公共交通事業者 

        生活交通路線バス 車両１台当たり５万円 

   ⑦ 広島県バス協会の会費を１か月分(２０２１年７月分)減免した。 

   ⑧ 貸切バス会員が中国貸切バス適正化センターに拠出する負担金の半

額（６万円を限度）を運輸振興助成交付金より助成した。 

  (3) バスの安全性と感染予防対策をＰＲする取組 

   ① 啓発ポスターの車内掲示 

   ② ２０２２年３月３１日の中国新聞に全面広告を掲出。 

  

３．運輸事業振興助成交付金  

    広島県の２０２１年度の交付実績額は４７，２０８千円で、前年度（４

８，７４７千円）と比べて約１５３万円の減となった。 運輸事業振興助

成交付金の使途については、交付金運用委員会専門部会で事業計画を策定

し、交付金運用委員会の承認を得て実施している。内容としては乗合事業

では、路線図の制作、バス停上屋の整備、バス停標識の整備等に活用し、

貸切事業では、車内配布物や乗降用ステップ等の購入、貸切バス適正化セ

ンターへの負担金助成等に活用した。また、両事業共通では、事故防止対

策関係として適性診断・運行管理者指導講習受講、ＳＡＳスクリーニング

検査助成及び乗務員確保対策事業等に活用した。 

 

 

 



Ⅱ．事業別事業概要報告 

 『公益目的事業』  

 
 １．安全輸送体制の確保に関する事業  

  (1) 事故防止・安全対策関係 

   ① 適正化実施機関関連  

     適正化実施機関（中国貸切バス適正化センター）による巡回指導は

中国ブロックで３５５営業所のうち３４３営業所で実施され、このう

ち広島県は１３６営業所で実施された。新型コロナウイルスの影響も

心配されたが、ほぼ予定通り実施された。 

     中国貸切バス適正化センターの運営において、貸切事業者からの負

担金の徴収についてコロナ禍のなか納付しやすくするため、猶予期間

を設け、分割納付も可能とした。負担金の納付が滞ると中国貸切バス

適正化センターの運営に支障が生じ運営が困難になることが予測され

ることから、広島県バス協会としてもバス事業の安全の確保と会員の

負担軽減の観点から貸切事業者が納付する負担額の半額(上限６万円)

を運輸事業振興助成交付金から助成した。その結果、会員の負担金の

納付率は１００％となった。 

  ② 事業用自動車総合安全プラン２０２５  

     「事業用自動車総合安全プラン２０２５」が２０２１年３月３０日

に策定され、中国地方で定めたバスの目標は「死者数ゼロ」「重傷者数

６人以下」「人身事故件数３０件以下」「飲酒運転ゼロ」「乗合バス車内

事故件数２件以内」「貸切バス乗客負傷者数ゼロ」である。  

      広島県バス協会としては、これらの目標達成に向けて事故防止対策

委員会等を通じて各種事故防止対策に取組んだ。なお、広島県下にお

けるバスが第一当事者となる事故件数は６件「前年１２件（５０％

減）」で、死者１名「前年０件（－）」、負傷者１０名「前年１１名（１

０%減）」「飲酒運転はゼロ」となっている。（数値は中国バス協会事故

防止対策委員会資料より)       

   ③ 車内事故関係  

    ⅰ) 添乗調査  

       ２０２１年の車内事故は２件発生しており、事故の原因として車

内確認不足とマイクでの注意喚起不足である。車内事故防止の取り

組みも７年余りが経過したが、添乗調査の結果では依然として発車

時の着席確認や高齢者への着席誘導、注意喚起の車内アナウンスが

不十分であり、８年前と比べて改善されたといえる状況にない。引

き続きドライブレコーダーを活用した指導教育を通じて発車時の

車内事故ゼロを目指す必要がある。  

    ⅱ) 広報 

       高齢者の車内事故防止対策として、広島県老人クラブ連合会の機

関誌「ひろしま県老連」に広告を掲載し、バス車内での転倒事故防

止のため、車内での着席とバスが止まってから席を立つことについ

て、理解と協力を求める広報活動を行った。  

 



   ④ 健康起因関係  

      健康起因による事故は昨年度２件発生しているがすべて運行を中

止し、利用者の被害はなかった。健康起因事故の要因は様々であり、

重大事故に繋がる危険性が高いが、運転中に体調が悪くなった場合に

早めに対応する体制が整ってきており重大事故を防いでいる。また、

健康起因事故の原因となる脳疾患を早期に発見するための脳ドック

受診やＳＡＳの検査費用の助成を行った。  

   ⑤ 立哨調査 

      左折時の一旦停止状況および信号のない横断歩道での停止状況を

立哨により調査し、左折時の事故防止対策及び信号のない横断歩道で

の事故防止対策の強化に取り組んだ。 

   ⑥ 安全性評価認定取得支援  

      ２０２２年４月１日現在の県下の認定状況は、５７社８０７両(６

７％）が認定を取得しており、このうち１９社３０４両は最高位の三

つ星を取得し、１３社１４４両が二つ星を取得している。コロナ禍前

は、日本バス協会から講師を招聘して安全性評価認定制度の説明会を

開催していたが、現在はホームページ上にて、動画による申請案内説

明を実施している。広島県バス協会では安全性評価認定制度をバスの

安全性を示す一つの指標として、貸切バス利用者に対して広く周知を

図るため、ホームページに「お客様の安全・安心のために」のバナー

を掲出して、貸切バスを選ぶ際に注意すべき事項を掲載し、そのなか

で本制度の概要及び認定取得事業者が確認できるよう情報を公開し

ている。 

   ⑦ 事故防止に関するツールの制作  

      「初任運転者に対する指導・教育テキスト」および「ドライブレコ

ーダーを用いた危険予知トレーニング」のテキストを作成し、会員事

業者に配布した。 

  (2) 事故防止に関する講習等に対する助成  

   ① 運転者の適性診断の受診  

      安全運転に必要なドライバーの心理・生理の特性を科学的に測定

し、測定結果に基づく運転者の運転特性等について、助言・指導を適

確に行う、国の指定機関が実施する適性診断の受診に対して助成し

た。〔助成内容：一般診断１，０２３人（２，４５５千円）、適齢診断

３４７人（１，６６５千円）〕 

   ② 運行管理者のための一般及び基礎講習の受講  

      運行管理者は国の指定機関が実施する運行管理者講習を受けるこ

とが義務付けられており、関係法令の知識・運行管理の基礎知識等を

習得し安全運行に資することを目的として、当該講習(一般・基礎）

の受講に対して助成した。また、運行管理者試験の受験資格となる基

礎講習の受講に対しても助成した。その他全ての事業者に取組むこと

が義務付けられている運輸安全マネジメントに関する講習の受講に

ついても助成した。 〔助成内容：一般講習５５５人（１，７７６千

円）、基礎講習９９人（８８１千円）、運輸安全マネジメント講習４９

人（２５４千円）〕 



   ③ 睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ） 

      スクリーニング検査および精密検査の一部助成 

      睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）に起因する居眠り運転や漫然運転に

よる事故の防止を図るため、会員事業者がバス乗務員に専門検査機関

による睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）スクリーニング検査等を受診さ

せることに対して助成した。 〔助成内容：５２人（１５２千円）〕 

   ④ 脳健診 

      運転障害の一因としてあげられる運転中における突発性運転不能

障害を引き起こす可能性が高い脳疾患による事故の防止を図るため、

会員事業者がバス運転者に対して、専門検査機関による脳ＭＲＩ検診

及び脳ドックを受診させることに対して助成した。〔助成内容：１５

人（１４３千円）〕 

   ⑤ 運行管理者及び運転者の安全運転研修の受講  

      バス乗務員の運転技術の向上と事故防止を図るため、運行管理者ま

たはバス乗務員が、クレフｨール湖東交通安全研修所等が実施する教

習を受講することに対して助成を予定していたが、新型コロナウィル

スの影響および開催予定日の大雪のため予定していた日程で研修が

行えなかった。 

   ⑤ 適正化実施機関負担金の一部助成  

      中国貸切バス適正化センターが実施する巡回指導に係る負担金の

一部を助成した。今年度は新型コロナウィルスの影響を鑑み、助成額

を増額した。〔助成内容：９９社（４，９１２千円）〕  

  (3) 事故防止キャンペーンの展開  

   ○ 交通安全運動及び年末年始の輸送に関する安全総点検への参画 

      広島県、広島県警本部及び中国運輸局が実施する交通安全運動・年

末年始の安全総点検に参画し、県下バス事業者へ期間中の行動目標等

の周知をおこなった。 

 

 ２．バス輸送施設改善推進事業  

  (1) 広島県から交付される「運輸事業振興助成交付金」を活用して、県下の

「バス停留所上屋の整備」「バス停留所標識の整備」等を実施した。 

    〔助成内容：バス停上屋の補修２件（６９１千円）、バス停留所標識の

整備３８本（２，２６０千円）〕 

  (2) 危険なバス停対策 

    ２０２２年２月に「広島市新市」、「広島市中心部・府中町」、「呉市」の

ＷＧが開催され、その後、書面による「第２回広島県バス停留所安全性確

保合同検討会」において、対策を実施とするバス停留所１９ヵ所、追加す

るバス停留所８ヵ所が承認された。 

    ２０２２年３月１８日に中国運輸局より中国地方の危険なバス停につ

いて公表された。広島県は２８５カ所が公表され、バス停留所の安全性確

保対策について、今後、路線バス事業者、国土交通省、警察、道路管理者

等と連携して取り組んでいくこととなる。 

  (3) 福山駅バス乗降場の整備  

    広島県バス協会として福山市に要望していた福山駅北口バス乗降場の



代替地は、福山駅南口の３カ所を整備し乗降場として整備中で、２０２２

年４月の供用開始予定である。また、福山駅南口の広場再整備計画が検討

されており、路線バス貸切バスの利便性確保について注視していく必要が

ある。 

 

 ３．バス利用促進及び活性化対策事業 

  (1) バス路線活性化の取組について  

   ①  第１１回広島市地域公共交通活性化協議会が２０２１年１０月２５

日に開催され、市民アンケートの調査結果の報告と広島市公共交通計画

骨子案に対する議論が行われた。 

②  第１２回広島市地域公共交通活性化協議会が２０２２年１月に書面

審議され、広島市地域公共交通計画素案に対する意見を反映したのちパ

ブリックコメントを実施後３月中に改定することとなった。  

  (2) 公共交通移動活発化（乗換改善）について  

     ２０１２年度から広島県が取組んでいる「広島県公共交通移動活発化

検討会」と連携して、２０２１年度は以下の取組みを行った。  

   ① 標準的バス情報フォーマット（ＧＴＦＳ）化の取り組み 

      ２０２０年度に実施したバスロケ等のデータのＧＴＦＳ化を活用

し、リアルタイムな乗換情報をグーグルマップなどの交通検索サイト

等掲載されるよう取り組みを進めた。２０２２年度当初にはグーグル

マップへ㈱フォーブルとおおのハートバスの掲載が予定されている。

引き続き、他事業者についても早期に掲載されるよう取り組んでい

く。 

   ② 災害時交通情報提供 

    ⅰ) 「平成３０年７月豪雨災害」時に、利用者と運行者が鉄道代行バス

等の臨時運行便の運行状況を正確に把握できず、公共交通利用が進ま

なかったことを踏まえ、災害時の臨時運行便等を含めた交通情報提供

の仕組みの整備を行うことをねらいに開催。 

    ⅱ) ２０２１年度は、新たなバス接近情報サイト「くるけん」でも臨時

バスロケーションシステムの試験運用をできるよう、進める事を確認

し、今後、仕様、運用ルールについてメーカーを交え検討する。 

   ③ 乗換検索イベント 

      「乗換検索を活用して公共交通を利用する」という体験を通じて公

共交通を身近に感じていただき、利用の促進を図ることを目的とし

て、乗車イベント等を実施する企画。２０２１年度はコロナ禍が若干

落ち着いた時期の２０２１年１２月１２日から２０２２年２月１３

日の間で実施。ただ、年明けのオミクロン株の急拡大により、まん延

防止等重点措置が適用となり、参加者数が少ない傾向となったが、ア

ンケート結果から、実際に参加した人の満足は高かった。 

      ２０２２年度はコロナ禍で先の状況が見通せない事もあり、これま

でのノウハウを活かし、各事業者で使用して貰えるような、公共交通

イベントマニュアルを作成する事をメインとする方向で考えている。 

  (3) バス接近情報システム 

     ２０２１年１０月２８日に、バスロケメーカー：モバイルクリエイト



社によるバス接近情報サイト「くるけん」の正式運用を開始した。 

     アクセス数もこれまでのバス接近情報サイト「Busit」と遜色なく、

大雨時・降雪時のアクセス過多によるサーバー負荷が見込まれる状況で

もシステムダウンせず対応出来ており、引き続き、より信頼性のあるシ

ステムに高めていく。 

  (4) 海の日の子供運賃無料の取り組み 

     一般社団法人中国旅客船協会が「海の日」の理解を図ることを目的と

して行う「小学生運賃無料キャンペーン」の取り組みに連携して、県内

の航路が発着する港に乗り入れているバス路線について、２０１８年度

から「子供運賃無料」の取り組みを行っており２０２１年度も実施した。 

  (5) バス停・交通案内所の再整備 

   ① 広島駅南口バス停・交通案内所の再整備 

    ⅰ ) 広島駅ビル改築工事に伴う駅前広場の再整備によるバス乗り場の

運用方法などに関して「広島駅南口再整備にかかる検討会」を年度内

に７回開催し協議を行った。また、２０２４年春ごろからの広島駅南

口バス停暫定利用時について検討を継続して行っていく。     

    ⅱ) ２０２４年バス停暫定利用時、２０２５年駅ビル完成後、２０２７

年バス停最終再整備後に向けての案内標識・バス停の配置、交通案内

所の運用について検討を行っている。 

   ② 広島市中心部バス停の集約 

    ⅰ ) 立町バス停と八丁堀(あおぞら銀行前)バス停の集約における広島

市のストレート化工事が２０２２年２月１４日に開始、４月１０日に

完了。引き続き、６月中旬頃に既存のバス停上屋を撤去し、東側へ設

置する施工を実施予定。 

    ⅱ) バス停上屋広告のデジタル動画化 

       八丁堀（あおぞら銀行前）バス停上屋移設費用をバス事業者が負

担することとなっているが、バス停上屋広告のデジタル動画化とな

れば上屋所有者であるＭＣドゥコーが負担することとなっており、

道路管理者であり広告を管理している広島市と広島県警と協議を

進めている。２０２２年夏頃に実証実験を行うこととしている。 

③ バス停留所へ電子ペーパー表示器設置（２０２２年３月２５日設置） 

     ２０２２年４月８日より中国自動車道：４バス停（帝釈ＢＳ／広島

方面、和知ＢＳ／広島方面、高宮ＢＳ／広島方面、美土里ＢＳ／広島

方面）と山陽自動車道：２バス停（高坂ＢＳ／広島方面、高坂ＢＳ／

福山方面）に「電子ペーパー表示器」を設置し、運用を開始する予定

としている。 

高速道路上での事故や災害により遅延や運休が発生した場合におい

て、リアルタイムにてお知らせを表示する事や、遠隔操作にて時刻表

の変更が可能となり、利用者及びバス事業者にとっても大変、有益な

効果が想定される。 

  (6) 交通案内所の管理運営について 

     広島島駅南口と新幹線口に設置した交通案内所では、英会話のできる

スタッフを配置して訪日外国人への対応をするほか、広島駅及び周辺の

バス乗り場を発着するバスの運行情報や観光情報を提供しており、引き



続き公共交通の案内所として内容の充実に努めている。 

  (7) バス運転者確保対策 

     運転体験会を実施した。バス運転者就職フェアーは新型コロナウイル

スの影響により中止した。 

   ① ２０２１年１０月１７日に広島市の沼田自動車学校で運転体験会を

開催し、定員３０名中２８名(２名欠席)が参加した。 

   ② ２０２１年１１月３日に福山市のロイヤルドライビングスクールで

運転体験会を開催し、定員２０名中２０名参加した。  

   ③ 大型二種免許取得費の一部助成  

      運輸事業振興助成交付金による地方事業として、旅客の利便性および

安全確保のため、バス運転者の大型二種免許取得養成費用の一部を助成

した。〔助成内容：１７人（５１０千円）〕 

 

 ４．環境対策推進事業 

    地球温暖化対策の一環として環境に優しいバスの導入にあたっての助

成及び関係機関と連携した環境対策推進キャンペーン等に取組んだ。  

   〔助成内容：日本バス協会人と環境に優しいバス普及助成８台１，６００

千円〕 

 

 ５．関係機関との連携・要望活動 

  (1) 広島県内の公共交通の利便性の向上や事故防止対策等について、関係機

関等との連絡調整を図る観点から、以下の各種会議に参画し連携を図っ

た。  

   ① 広島県空港振興協議会と空港民営化を協議する活性化部会 

   ② 広島県観光キャンペーン（広島県の観光情報発信、旅行商品の開発促

進等） 

   ③ 国、県、市、県警、ＮＥＸＣＯ西日本及び自動車事故対策機構等の各

種委員会、協議会、会議、事業等への参画及び連絡調整 

  (2) 鳥インフルエンザ 

   ① ２０２１年１２月 福山市で鳥インフルエンザが発生し、広島県より

職員の輸送を依頼された。 

   ②  ２０１９年に広島県と締結した協定に基づき広島県バス協会が貸切

会員に運行調整し、防疫従事等行う広島県職員を輸送した。１２月７日

から１０日まで延べ４３両７００名を輸送した。 

 

 ６．施設の管理業務（広島駅新幹線口バス乗降場予約管理システム）について 

    広島駅新幹線口を利用する貸切バス利用者の安全性の確保・利便性の向

上及び混雑の解消を目的として、２０１６年４月から「広島駅新幹線口広

場バス乗降場管理運営協議会」の委託を受けて運営している。 

新型コロナウイルスの影響により２０２０年５月から運用を休止して

いたが、２０２１年９月より予約を再開し、１０月より現場での運用を再

開した。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大第６波により利用が落ち

込み運用資金がひっ迫しており、今後の利用の回復状況により対策を検討

していく必要がある。 



 

『その他事業（会員のための事業）』  

１．理事会・総会・各委員会等  

 (1) 定時会員総会 

    第４５回定時会員総会（２０２１年６月２３日） 

  ① 「定時会員総会議決案件」  

    第１号議案 ２０２０年度事業報告(案)について 

    第２号議案 ２０２０年度決算報告(案)について 

    第３号議案 会費徴収規程(案)について 

    第４号議案 理事及び監事の選任並びに会長候補者の推薦について 

  ② 「報告事項」  

   ⅰ) ２０２１年度事業計画及び収支予算について 

   ⅱ) 退会会員について  

   ⅲ) 会費の減免について 

 (2) 理事会  

  ① 第１３２回理事会（２０２１年５月２０日 書面審議）  

   ⅰ) 「定時会員総会議決案件」  

      第１号議案 ２０２０年度事業報告について 

      第２号議案 ２０２０年度決算報告について 

      第３号議案 会費徴収規程(案）について 

      第４号議案 理事及び監事の選任並びに会長候補者の推薦に 

ついて 

   ⅱ) 「理事会議決案件」  

      第５号議案 定時総会の開催について 

   ⅲ) 「報告事項」 

    ○ 代表理事及び業務執行理事の報告事項（2021.3～2021.5) 

    ○ 今後の会議予定について 

    ○ その他 

  ② 総会前臨時理事会（２０２１年６月２３日）  

   ⅰ) 「理事会議決案件」 

      第１号議案 理事及び監事の選任並びに会長候補者の推薦に 

            ついて 

（５月２０日理事会以降で変更のあった理事候補者） 

   ③ 総会後臨時理事会（２０２１年６月２３日） 

   ⅰ) 「理事会議決案件」 

      第１号議案 会長、副会長、専務理事の選任について 

   ④ 第１３３回理事会（２０２１年１０月１１日） 

    ⅰ) 「理事会議決案件」 

        なし 

    ⅱ) 「報告事項」 

     ○ 代表理事及び業務執行理事の報告事項(2021.5～2021.10) 

     ○ 今後の会議予定について 

     ○ その他 



   ⑤ 第１３４回理事会（２０２２年１月２０日 書面審議） 

    ⅰ) 「報告事項」 

     ○ （仮） 代表理事及び業務執行理事の報告事項（2021.10～ 2022.1) 

     ○ 今後の会議予定について 

     ○ その他 

   ⑥ 第１３５回理事会（２０２２年３月２４日） 

    ⅰ) 「理事会承認議決案件」 

       第１号議案 ２０２１年度決算見込について 

       第２号議案 ２０２２年度事業計画(案）について 

       第３号議案 ２０２２年度予算（案）について 

       第４号議案 新規会員申込みについて 

       第５号議案 職員の昇給及び役員酬額の減額について 

    ⅱ) 「報告事項」 

     ○ 代表理事及び業務執行理事の報告事項（2021.10～2022.3)    

○ 「ＰＡＳＰＹ」のサービス終了について 

     ○ 今後の会議予定について 

     ○ その他 

 

  (3) 正副会長会議  

   ◇ 開催なし  

  (4) 各種委員会等 

   ① 乗合委員会  

◇ 開催なし 

   ② 事故防止対策委員会  

◇ 定例（２０２１年８月２７日) 書面開催 

ⅰ）広島運輸支局提出議題 

ⅱ）中国バス協会事故防止対策委員会専門部会の報告について 

ⅲ）立哨調査および添乗調査について 

ⅳ）その他 

◇ 定例（２０２１年１２月２日) 

ⅰ) 広島運輸支局提出議題 

ⅱ）中国バス協会事故防止対策委員会専門部会の報告について 

ⅲ）２０２１年度に取り組む事項について 

ⅳ）事故防止研修について 

    ⅴ）事故報告について 

    ⅵ）その他 

◇ 定例（２０２２年３月２４日) 

ⅰ）広島運輸支局提出議題 

    ⅱ）中国バス協会事故防止対策委員会専門部会の報告について 

    ⅲ）２０２２年度に取り組むべき事項について 

ⅳ）事故報告について 

ⅴ）その他 

   ③ 貸切バス運営委員会 

    ◇ 開催なし  



   ④ 貸切バス事業部会 

    ◇ 開催なし（コロナウイルスの拡大のため） 

   ⑤ 運輸事業振興助成交付金運用委員会（２０２１年５月２５日）  

      伊藤委員長(広島工業大学教授)ほか４名の委員により下記の議題

について書面審議いただき承認された。  

    ⅰ) 委員の変更について 

    ⅱ）２０２０年度運輸事業振興助成交付金実績について  

    ⅲ）２０２１年度運輸事業振興助成交付金事業計画について  

    ⅳ）運輸事業振興助成交付金各種助成事業交付要綱(案）について  

   ⑥ 労務委員会  

    ◇ 開催なし  

   ⑦ 乗合バスサービス向上運動協議会（２０２１年８月１１日） 

    ⅰ) 乗合バス「サービス向上運動」の実施要領について  

    ⅱ) 優良乗務員の表彰について 

    ⅲ) バス運転者確保等に向けた取組について  

    ⅳ) 交通事業者向け接遇ガイドラインについて 

    ⅴ)その他 

 

 ２．日本バス協会，中国バス協会との連携等  

  (1) 日本バス協会の総会、事業者大会、役員会及び各種委員会への参画  

    総会、運営委員会、理事会、各種委員会(各委員の方が出席)等に出席（書

面開催を含む。）して情報収集を行い、必要に応じて情報の展開や会議を

開催する等の対応を行った。 

  (2) 中国バス協会の総会，役員会及び各種委員会の運営 

    広島県バス協会では、中国バス協会の業務を受託しており、総会、理事

会、専務理事会、事故防止対策委員会の開催ほか、バス要覧の編集・発行、

労務情報等の各種資料の作成・提供を行った。今年度は、新型コロナウイ

ルスの拡大のため、総会、理事会、事故防止対策委員会総会は書面開催と

した。 

 

 ３．情報提供活動  

  (1) ホームページにおいて、日本バス協会、行政機関等からの通達・指導文

書等の他、会員各社の各種情報をほぼリアルタイムで更新し、会員及び利

用者への情報提供のツールとして活用できるよう管理している。 

  (2) 「バス協会だより（月報）」の発行  

   ○ 毎月末に日本バス協会、行政機関等からの通達・指導文書等の他、各

種情報を書面で全会員あて発送している。 

  (3) メールマガジンによる各種法令、通達、道路交通規制及び労務・統計資

料等の情報提供 

   ○ 毎月３回５日・１５日・２５日に各種情報をメールにて配信。 

     ２０１３年度から重大事故に関する情報も掲載。 



 

Ⅲ 会 員 （２０２１年３月３１日現在） 

普通会員 １０３（１０３）・・( ）は昨年度 

賛助会員 ５（５） 

Ⅳ 役 員  

会 長  １人 

副 会 長  ３人 

専務理事  １人 

理 事 １２人（会長、副会長、専務理事を含む）  

監 事  ２人  

Ⅴ 会員保有車両数(２０２１年１２月末現在） 

乗 合 １，７１３両（１，７６８） 

貸 切 １，１４８両（１，１８０） 

特 定    ７２両   （６５） 

計  ２，９３３両（３，０１３） 

Ⅵ 関係機関に対する要請活動  

１．新型コロナウイルスの影響に対する支援の要請を関係機関に要請した。（詳

細についてはⅠ事業概況２．新型コロナウイルスの影響への取り組みと同

じ。） 

２．燃油費の高騰対策として軽油引取税の減免について関係省庁への要請の要

望を２０２１年１０月２９日付けで日本バス協会へ提出した。 

３．２０２２年３月１５日開催された広島商工会議所運輸部会・中国運輸局・

交通事業者団体の３者懇談において、中国運輸局と広島商工会議所への回答

者に中国運輸局と広島商工会議所運輸部会への要望内容を記載した。 

  中国運輸局への要請内容 

  ① コロナ禍におけるバス事業継続のための補助金等の支援を、引き続きお

願いしたい。運休等の対応について相談があった場合、法規制等を弾力化

した取り扱いの検討をお願いしたい。 

  ② カーボンニュートラル推進のための支援をお願いしたい。 

  広島商工会議所運輸部会への要請内容 

  ① 広島市内集客施設におけるバス乗降場と待機場所の確保について対策

の検討と関係機関への要請を行っていただきたい。 

  ② カーボンニュートラル推進とバス事業継続のため、公共交通の利用促進

についての取り組みを検討していただきたい。 

４．２０２１年６月８日広島市とJR西日本に対し、横川駅交通広場の運用に関

し、タクシーの待機を正規の場所（一般駐車場北側）で行っていただきたい

旨の要請書を提出した。 

 



Ⅶ 表 彰  

１．中国運輸局自動車関係功労者表彰 

（２０２１年 ６月 １日 式典中止）・・・・・・・・４社  ６名 

２．広島運輸支局自動車関係功労者表彰 

（２０２１年１１月 １日）・・・・・・・・・・・・・３社 １４名 

３．広島運輸支局運行管理者表彰  

（２０２１年１１月 １日）・・・・・・・・・・・・・１社  １名 

４．優良乗務員広島県バス協会長表彰 

（２０２１年１２月 ６日）・・・・・・・・・・・・・８社 ２５名 

５．優良運転者日本バス協会長表彰 

（２０２１年１２月 ６日）・・・・・・・・・・・・・６社 １０名 

 

２０２１年度事業報告においては、一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律施行規則第３４条に定める「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当す

るものはない。 


